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︢

大阪モノレールは、199 0年6月1日に千里中央～南茨木間で開業以降、5回にわたる延伸開業を経て、彩
都「国際文化公園都市」を含む沿線地域と大阪国際空港及び既存の鉄道路線とを結ぶ公共交通機関として
発展してまいりました。

当社では、201 3年3月に策定した「大阪モノレール中期経営計画＜平成25年度～平成29年度＞」に基
づき、安全安定輸送の確保やお客さまサービスの向上、積極的な地域連携などに取り組んでおりますが、
この間、沿線大規模施設の相次ぐオープンや、インバウンドの増加、景気の緩やかな回復基調により、輸
送人員が大幅に増加し、2016 年度の累積損失解消目標を1年前倒しで達成することができました。

また、大阪府において、門真市以南延伸の事業化が決定され、当社としても、円滑な推進が必要不可欠
となるなど、中期経営計画策定時の事業環境から大きく変化いたしました。

一方で、長時間に及ぶ輸送障害等、これまで経験のなかった事象が発生してきている状況となっており、
既存施設・設備の予防保全、維持管理を適切に実施し、お客さま目線でのさらなる安全・お客さまサービ
スの向上に取り組む必要が生じてきております。

加えて、将来を見通しましても、依然として続く景気の不透明感や、人口減少・少子高齢化など、厳し
い経営環境が予測される中においても、お客さまや地域から愛される鉄道として、長期にわたり安定的経
営を継続していくことが公共交通機関の使命と考えております。

このため、これら事業環境の大きな変化や経営課題を踏まえ、大阪モノレールの新たな挑戦として
「大阪モノレール中期経営計画2017 ～2021 」を策定し、社員全員が新たな第一歩を踏み出し、さらなる
サービス・安全に取り組んでまいります。
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輸送人員の推移

1998.10 万博記念公園～阪大病院前 間 開業

1997.4 大阪空港～柴原 間 開業
1997.8 南茨木～門真市 間 開業

1994.9 柴原～千里中央 間 開業

2015.4    宇野辺駅・南茨木駅 立命館大学 大阪いばらきキャンパス開設
2015. ７ 千里中央駅 SENRITO よみうり(Ⅰ期)開業
2015.11  万博記念公園駅 エキスポシティ開業
2016.2 万博記念公園駅 市立吹田サッカースタジアム開業

2007.3 阪大病院前～彩都西 間 開業

1990.6 千里中央～南茨木 間 開業

当社予測値



Ⅰ．中期経営計画の位置づけ

Ⅱ．前中期経営計画の振返り

Ⅲ．経営環境の変化と継続・発展すべき方向

Ⅳ．中期経営計画の４つの柱

Ⅴ．主な取組み

Ⅵ．数値目標
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Ḱ וֹ

大阪モノレールは、当社経営理念を礎として、昨年度の累積損失解消を機に、開業以来築きあ
げてきた「安全・安心」の基盤をさらに強固にするとともに、門真市以南の延伸事業を推進し、
さらなる鉄道ネットワークの拡充を図ります。
さらに、今後の人口減少などの大きな環境変化に直面するなかで、沿線地域と他社線・大阪国

際空港などを結ぶ便利で快適な鉄道として、すべてのお客さまにきめ細やかな1ランク上のお客
さまサービスを提供するため、社員全員が新たな一歩を踏み出し、お客さまや地域から愛される
鉄道を目指します。
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■事故発生時の案内不足
■代替輸送の重要性
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前中期経営計画の期間中、沿線開
発の進捗などにより、輸送人員が経
営目標を大幅に上回る結果となりま
した。また、累積損失解消目標を１
年前倒しで達成しました。

נּ קּ כֿ

《主な取組み》
ףּ אל ךּ︡אל
・乗継改善を目指したダイヤ改正
・連絡定期券のエリア拡大(大阪市地下鉄･北急)
・定期券のクレジットカード決済サービス導入

אל
・耐震補強(支柱･桁･駅舎･車両基地)
・運行設備の適切な維持更新(運輸管理システム等)

︣
・沿線他社や施設との企画乗車券の発売(ｴｷｽﾎﾟｼﾃｨ等)
・沿線自治体や学校・企業との連携イベントの開催

ḱ
・借入金の繰上償還
・コンビニフランチャイズ先の見直し(ｾﾌﾞﾝ･ｲﾚﾌﾞﾝ)

ḱ
・組織体制の強化 (安全推進室･監査室の設置)

 項目 2015目標2015実績
前計画の

達成度

 お客さま満足度 73.0% 70.2% △

 20分以上の遅延発生回数 5回以下 3回 △

 運転事故及びインシデント

 の発生回数
0件 0件 △※

 1日当たり輸送人員 104,000人121,732人◎

 累積損益 △8億円 4億円 ◎

 借入金残高 175億円 140億円 ◎

 1人当たり売上高 50百万円 55百万 ◎

※工事用脚立の巻込みによる輸送障害等により、前中期経営計画

の目標であった連続無事故記録については2014年度に途絶えた



Ḱ ḱ ︣ קּ

災害へ
の対応

沿線
開発

門真市
以南
延伸

人口
減少

組織力

施設
老朽化

ṇ

外部環境

当社内部

見込まれる環境の変化やこれまでの取組みを踏まえた継続・発展すべき方向を定めました。

エキスポシティ、
大規模マンション 等

大阪府人口
2010 年886万人
2030 年816万人

放射状の鉄道を結ぶ
環状鉄道としての
役割がさらに拡大

千里中央～南茨木間は
開業26年以上経過

将来を見据えた
組織力・人材確保と
技術継承が必要

少子
高齢化

大阪府65才以上
人口比率

2010 年22.4 ％
2030 年32.5 ％

6

観光客
増加

来阪外国人観光者数
2015 年 716万人
2020 年1,300 万人
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Ḱ Ệ

安全・安定輸送をより強
固なものにし、お客さま
から信頼される鉄道

ṇ
多様なニーズに耳を傾け
１ランク上のきめ細やか
なサービスにより、お客
さまに喜ばれる鉄道

地域との積極的な交流や
情報発信などを通じて地
域に愛される鉄道

経営環境における当面の変化にいち早く対応するとともに、将来見通される長期的な変
化に対しても中期経営計画期間において取組みに着手し、目指す将来像を確かなものにし
ていきます。

ể ḱ

Ễ ṇ אל
ṇ

ễ

Ệ נּ ḱ שּ
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Ḱ Ệ

8

安全・安定輸送をより強固なものとす
るため、重点的に設備投資や改修、新技
術の導入に取り組みます。
また、災害や事故発生時の対応力強化
を図り、お客さまの信頼を確かなものに
します。

ể ḱ

大阪国際空港や他社鉄道につながる強
みを活かし、すべてのお客さまに円滑な
移動やきめ細やかなサービスを提供しま
す。
また、門真市以南延伸事業を積極的に
推進します。

2 ṇ
אל ṇ

これまで蓄積してきたノウハウを確実
に次世代に継承するとともに、技術や
サービスの品質をさらに向上させるため、
社員のスキルアップや組織体制を強化し
ます。
また、すべての社員が働きやすい職場
環境づくりを進めます。

Ệ נּ ḱ שּ

大阪モノレール沿線に住まう、学ぶ、
働くことが「大きな魅力」となるよう、
地域住民・学校・企業等との積極的な交
流や地域情報の発信を行い、沿線の魅力
を高めます。

ễ



ḱ

Ḱ

安全・安定輸送をより強固なものとするため、重点的に設備投資や改修、新技術の導入に取り組みま
す。また、災害や事故発生時の対応力強化を図り、お客さまの信頼を確かなものにします。

開業後30年を迎える施設・設備の適切な維持更新を進めるとともに、新技術の導入に取り組みます。

2017 2018 2019 2020 2021

ṕ8 +1 Ṗ
ATCブレーキ動作時の乗り心地を向上、万が一駅間に電車が停車した場合に、短時間で多くの
お客さまの脱出を可能にする非常用脱出シューターを搭載します

●
1編成

●
3編成

●
2編成

●
3編成

(ATC ḭ ṇ ṇ )
既存車両に新型車両と同じ装置を設置し、安全性の向上を図ります

●
5編成

●
5編成

●
1編成

●
1編成

●
1編成

ṇ
プラットホームからの転落、列車との接触事故の防止を図ります

ṇ ṇḱ ṇ ṇ
大阪府と協力して災害や故障などに備えて、各種安全装置の機能を向上し、事故防止を図りま
す

導入予定の新型車両（イメージ）

9

ể ḱ

Â 内容・スケジュール

脱出シューター



ḱ נּ שּ

全体最適をしっかり意識し、一体感をもって迅速に対応できる現場力を強化します。

ḱ

災害や事故発生時に、お客さまへの迅速な対応と分かりやすい情報発信により安心を提供します。

10

Ḱ

Â 内容・スケジュール

2017 2018 2019 2020 2021

ṇ
沿線自治体と連携して、災害時に駅周辺の避難場所や沿線の防災情報等を発信します

●

不測の事態が発生した時に、被害を最小限に抑えるとともに、お客さまへ分かりやすく正確な
情報案内ができるよう、日ごろから対応力の強化に努めます

2017 2018 2019 2020 2021

לּ שּ
次世代の人材育成及び技術継承に取り組み、社員の対応力を強化します

Â 内容・スケジュール

分岐器非常
転換訓練

運転士机上教育

非常時
合同訓練

テロ対応
訓練

一般研修

デジタル
サイネージ
（イメージ）



大阪国際空港や他社線につながる強みを活かし、すべてのお客さまに円滑な移動やきめ細やかな
サービスを提供します。

大阪国際空港や他社鉄道につながる強みを活かし、円滑な移動を提供します。

11

Ḱ

Ễ ṇ אל ṇ

2017 2018 2019 2020 2021

本線の混雑緩和とお客さまの利用状況に応じた輸送力を確保し、利便性向上を図ります
● ● ●

ṕ ṇḭ ףּ אל ṇ Ṗ
モノレールから他社線を利用して観光地等へ向かえる、わかりやすい乗換案内を提供します

Â 内容・スケジュール

車内案内モニター（イメージ）

【再掲】
デジタルサイネージ
（イメージ）

אל ṇ
門真市以南の延伸事業を積極的に推進します。
Â 内容・スケジュール

2017 2018 2019 2020 2021

大阪府域の公共交通ネットワークの拡充に向け南伸事業を推進します



ףּ אל ṇ

いつもご利用いただくお客さまはもちろんのこと、初めて利用されるお客さまや海外からお越しのお客さま、
ご高齢のお客さまにも分かりやすく便利で快適なサービスを提供します。また、お客さまのニーズに合わせた
兼業事業の充実を図ります。
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Ḱ

2017 2018 2019 2020 2021

乗
車
券

ỔỎ ḱ
お客さまのご要望にお応えして、IC乗車券を拡充するとともに、IC定期券を発売します

●

子育て、教育環境向上に向けた支援として、通学定期の割引率を拡大します
●

ṕKANSAI ONE PASS ḭ Ṗ
外国人やアクティブシニア等多くのお客さまのおでかけするきっかけを作ります

駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

ףּ אל ( ḭ ףּ אל ṇḭ
ṇ )

外国人観光客にわかりやすい案内表示、無料Wi-Fiを順次整備するとともに、お客さまに
役立つ沿線情報等を発信します

● ●

ףּ אל ṇ ṇ
駅係員による接遇サービスを活かしたサービスセンターを検討します

●

ṇ ṕ ḭ ṇ ṇḭ Ṗ
清潔感あふれる、より快適で使いやすい駅空間に更新します

● ●

ドリンクコーナーのリニューアル、コンビニ新規出店等エキナカ設備の充実を図ります

車
内

ṥ Ṧ ṕ8 +1 Ṗ
優先座席部の明確化、腰掛幅の拡大、冷暖房機能の強化など快適性の向上を図ります

●
1編成

●
3編成

●
2編成

●
3編成

ṥ Ṧ
ATCブレーキ動作時の乗り心地などの快適性向上を図ります

●
5編成

●
5編成

●
1編成

●
1編成

●
1編成

Â 内容・スケジュール



2017 2018 2019 2020 2021

ṥ Ṧ
沿線施設の魅力発信や駅を中心としたにぎわい創出の一環として、沿線施設とタイアップした
乗車券を発売します

ṇ
地域のみなさまと協同での駅周辺の美化活動、幼稚園や小学校などを対象とした交通安全マ
ナー教室や職場体験プログラムの開催など、地域に根付いた活動を全社で取り組みます

沿線市や沿線施設等との連携を強化して、様々な情報も集まり、人が集まる駅づくりを進めま
す

שּ
駅のイベントスペースなどを地域のみなさまの発表･交流の場として開放し、交流から生まれ
るつながりによる地域活性化をサポートします

︡ ךּ︣ שּ
企業内保育所の開設など、社員や沿線にお住まい・働く方が子育てしやすい環境づくりに取り
組みます

13

Ḱ

Â 内容・スケジュール

大阪モノレール沿線に住まう、学ぶ、働くことが「大きな魅力」となるよう、地域住民・学校・企
業・自治体などとの積極的な交流や地域情報の発信を行い、沿線の魅力を高めます。

企画乗車券 交通マナー教室 沿線地域交流イベント 万博記念公園周辺の未来を語る会

ễ
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Ḱ

Â 内容・スケジュール

これまで蓄積してきたノウハウを確実に次世代に継承するとともに、技術やサービスの品質をさらに
向上させるため、社員のスキルアップや組織体制を強化します。
また、すべての社員が働きやすい職場環境づくりを進めます。

2017 2018 2019 2020 2021

ṥ Ṧ ḱ ṇ לּ שּ
次世代の人材育成及び技術継承に取り組み、社員の対応力を強化します

ṇ ṇ
大阪高速鉄道・大阪モノレールサービスの役割分担を再点検し、大阪モノレールグループ全体
での組織体制を再構築します

קּ ךּ︣ שּ
再雇用制度の拡充や子育て・介護による負担軽減等、働き方の多様化に応じた雇用形態を検討
するとともに、働きやすい職場環境づくりを進めていきます

וֹ
2029 年度の門真市-瓜生堂（仮称）間開業に向け、人材獲得と育成に取り組みます。

需要の変化など事業環境の動向にあわせ、長期的展望を見据えながらフレキシブルに投資や人
件費など各種コストをマネジメントしていきます

Ệ נּ ḱ שּ



売上高 設備投資額 売上高人件費率

営業区間のさらなるサービス向上と安全・安定輸送の確保を図るとともに、長期にわたる安定的経営を

目指して数値目標を設定し、大阪モノレールグループ全体での効率的・効果的な組織運営を行います。ま
た、万博車庫用地の有償化への対応を行うとともに、今後、南伸を見据えて利益活用のあり方を検討して
いきます。

15

Ḱ

毎年度110億円以上

2017 年度～2021 年度
290億円

安全投資 ：170億円
サービス投資：120億円

25％以下

【参考 収支予測】

2015年度実績2016年度見込2017年度2018年度2019年度2020年度2021年度

1日当り輸送人員（千人/日） 122 129 127 127 127 127 127

売上高（億円） 107 113 110 110 110 110 110

人件費（億円）　※駅委託費含む 22 21 23 24 25 26 27

修繕費（億円） 13 13 14 14 12 14 15

減価償却費（億円） 13 13 14 18 22 24 26

経常利益（億円） 36 43 33 29 26 18 13

当期利益（億円） 24 32 24 20 19 12 9

利益剰余金（億円） 4 36 60 80 99 111 120

営業キャッシュフロー（億円） 39 47 41 41 42 39 38

設備投資額（億円） 16 20 93 48 50 42 59

中期経営計画期間
項　　目

前中期経営計画期間


